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新保元康（しんぼ もとやす）
【現職】
・一般社団法人北海道開発技術センター（dec）

地域政策研究所 参事
・NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム 理事長

【出身など】
・昭和33(1958)年 小樽市生まれ
・小樽潮陵高等学校（71期、S52年卒）
・北海道教育大学札幌分校卒（S57年卒）

【前職など 2019年3月まで】
・札幌市立屯田小学校長（定年退職）

・北海道社会科教育連盟 札幌市社会科教育連盟（委員長）

【文部科学省・道教委関係他】
・（文科）次世代学校支援モデル構築事業推進委員（2017～19）
・（文科）統合型校務支援システム導入実証研事業推進委員（2018～19）
・（文科）ICT活用教育アドバイザー（2019～）
・（道教委）学校力向上に関する総合実践事業アドバイザー（2019～）
・NPO法人全国初等教育研究会（JEES）理事



「ほっかいどう学 」を子ども たちに

世界が憧れる魅力 ＆ 全国に先がける人口減少
本当の北海道を知り、考え、語り、生きるために

「ほっかいどう学」が必要では

お仕事1
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平成28年度北海道広告業協会 PR広告最優秀賞作品（ 株式会社ピーアールセンター花田剛様）より



学校経営・ICT活用でご恩返し 5

2019年3月発刊
単著（4刷）

2020年3月発刊

共著

2020年9月発刊

共著

お仕事2
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札幌駅

②幌西小（3年間）

約960人

①山の手南小（4年間）

約500人

③発寒西小（２年間）

約840人

ICT＋αで学校の日常改善を進めてきました

＜BASE＞
札幌市の充実したインフラ

・全教室にLAN（2005年頃）

・全教室に大型TV（2010年頃）

・全校に校務支援システム（2012年頃）

・デジタル教科書
・ネットモラル教材
・フラッシュ型教材…他

屯田小（２年間）

約750人



本日のお話したいこと（結論）
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＜Withコロナ時代の北海道の課題＞
・機密性の高い生活環境＝感染症のリスク継続
・全国に先がけた人口減少の加速＝人手不足
・広域分散型の社会（他の都府県約14個分）

＜課題解決の手立て＞
・北海道Society 5.0の実現が必須
・学校DX＝GIGAスクール

広い北海道だから
より恩恵大！

ピンチをチャンスに



GIGAスクール構想とは
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概要・背景・可能性
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～１人１台端末環境は、令和の学びのスタンダード～
GIGA＝Global and Innovation Gateway for All

（全ての人にグローバルで革新的な入口を）

令和元年12月19日
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ICTを学びに使わず 遊びに使う 日本の子ども

Society 5.0時代のグローバルな競争に対応出来るのか？

文科省リーフレットより
https://www.mext.go.jp/content/20200625-

mxt_syoto01-000003278_1.pdf

GIGAスクールの背景①



加速する人手不足の中で教育の質を維持する
教育のDXは必須

2008年ころ

総人口ピーク

1995年ころ生産年
齢人口割合ピーク

GIGAスクールの背景②
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「学校」≠School
総合的に人間を育てる日本の学校の良さを大切にしながら改善へ

GIGAスクールの背景③ https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afiel
dfile/2019/04/18/1415875_3_1.pdf



GIGAスクール構想の概要

1）小1～中3まで1人1台

2）大容量高速ネットワーク
・全員が動画を一斉に見られる速さ

3）クラウド利用
・学校や教育委員会にデータ置かない
・AI等多様なサービス利用へ

コロナで一気に前倒し 令和２年度中に整備
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★令和の学びのスタンダードを実現
★そして、「働き方改革」

・勤務状況改善 & 教育の質の向上



2014年度の実践



いつでもPCが使える環境



一人一人に合わせて、問題を解く
担任の個別指導も充実できます



PC使って調べる・考える・表現する



自分の考えを大画面に送って、学びあい



GIGAスクール構想の可能性
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1）個別最適な教育の実現
・一人一人の理解・学習状況に応じた指導
・一人一人の問題意識に応じた深い学び

2）学校外での学びの支援
・不登校等への対応
・コロナ等の感染症でも学びを止めない

3）学び合う環境の充実
・挙手しなくても意見をだせる
・互いの考えを共有しやすい

4）働き方改革の実現へ
・子ども理解をサポート（学習状況把握）
・授業準備等の負担軽減
・働きやすく魅力ある職業へ

学校の情報化の可能性は大きい



★北海道にとってのより大きな意味★
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1）厳冬期も学びを止めない
・吹雪・インフルエンザ等による休校でも
・災害時にも学びを止めない学校

2）北海道ならではの豊かな学びの創造＝移住者増へ
・小規模校と大規模校の遠隔合同授業
・1人1台で効率的な学び＋豊かな自然体験

3）学力のよりいっそうの向上
・個別最適化＝困りに応じた学習指導
・家庭学習充実の可能性（持ち帰り）

4）教師力のよりいっそうの向上
・遠隔研修の充実ｰ効率的な研修＝働き方改革
・ベテランｰ若手、都市部ｰ地方の学び合い

5）ほっかいどう学（地域学習）の充実
・北海道の魅力を深く学ぶデジタルコンテンツ



GIGAスクール実現の道
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不安・対応



GIGAスクール実現への壁（不安）
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1）まだまだ情報化の必要性への理解が不十分？
・教師・保護者・社会
・人口減少など将来の課題への意識はまだ

2）いままでの方法を変えたくない気持ち？
・「PCは特別なときに使うもの…」
「チョーク＆トークで十分…」という意識も…

3）Withコロナ時代＝学びが止まる？
・「文鎮化」（使われない… 学校不信増へ）
・次の情報化が停滞（魅力的な学校にならない）
・働き手不足で学校は大変なことに

この壁をみんなで超えて行きたい



「壊れたら困る」「問題起きたら困る」
「使わない理由」は山のようにある
これでは北海道に未来はこない



ばらばら＆雑然とした教室環境では進まない
だれでもすぐ使える環境が重要

（いろいろな先生（専科も）が教える時代）

①台が小さく、
はみ出している

②コードを引っ
かける

③固定されてい
ないので落下



GIGAスクール実現への道（対応）
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1）インフラを確実に整備
・通信速度を確実に確保
・日常的に使いやすい環境作り（どの教室も）

2）GIGAスクール構想の背景を繰り返し共有
・危機が共有されないと進めない

3）日常的に使う文房具という意識
・ICTを特別なものとして扱わない＝まず使う
・ルールを作りすぎない！
・一人の百歩より、みんなの一歩
・検索、タイピング、感想を書く等日常使いから

4）「最初の半年は苦労もある」覚悟を決める
・すぐに未来はこない＝みんなで創る
・管理職の出番＝GIGAスクールは学校経営

5）成功事例の共有と現実的な研修
・「道教委Tips」など素晴らしい取組



常設＋固定
全教室が同じ環境になるメリットは大きい

７０cm×７０cm以上の台

配線は束ねる

もちろん
置きっぱなし！

位置を示す

教室環整備例



常設＋固定＋周辺整備＝便利なら使う

教室環整備例



ノートの使い方
改行の仕方

・書きやすい台
・子どもの反応を見ながら

ノート指導も確実＆らくらく
大多数の普通の先生が使うICTへ

教室環整備例



忘れてはいけないこと
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1）ICTも紙も使う＝ハイブリッド
・それぞれの良さがある
・移行には時間も必要

2）ICT時代の危機管理
・netモラル、セキュリティなど
日常的に学び続けられる体制つくり

3）ICT時代の健康管理
・依存的な使用にならないよう

4）まず教師が慣れることが重要
・教師の日常的な使用→子どもの日常へ

目配りしつつ、まずは使うことから始めたい
トライアルがなければ未来無し

（自動車等のイノベーションも試行錯誤しながら浸透）



＜学校の日常改善＞

・文房具のように日常的にPCも活用

・ICTを入れただけでは改善しない

「＋αのアイデア」で学校の日常を変える

本日のお話したいこと（結論）
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＜Withコロナ時代の北海道の課題＞
・機密性の高い生活環境＝感染症のリスク継続
・全国に先がけた人口減少の加速＝人手不足
・広域分散型の社会（他の都府県約14個分）

＜課題解決の手立て＞
・北海道Society 5.0の実現が必須
・学校DX＝GIGAスクール

広い北海道だから
より恩恵大！

ピンチをチャンスに



ありがとうございました

GIGAスクール構想は

北海道Society 5.0の1丁目1番地
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